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運動選手におけるＨｙｐｏｘｉａ刺激の感受性について
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　Hy●ali･状鐘|ごおいては、。｡。･||・･|･･の政道がisこること|ま底iこ知られている。これli酸素の

取り入れ●低下させまいとする生体の合目的な●●とー屏されている。この●の呼吸促進は、hyp●xessl●

（低酸素血症）|ごよりgeriph｡､.llb･mntag｀･1･ay・（末梢借字受容●ISCSする･。､til b｡dy

｛大動脈休｝c・･。¶id ildy（皿1脈休）が劃薗を受け、これが皐|ごl･・ph●t6ry e●･I●llご伝え

られて、その朗動をたかめ、9●�tilalial●場すものと鱒釈Ｓれていた。近年|乙な、て、hyl●.ilそ

のもの|ま、f.lpiy.t。.y l.。l.｡の活動●抑�する働●があることが朝白1こなりつつある。復、て

hy9oli息状態|こおlia換気の大●さは、p･、iph･､･l eh･s･、lclpl･1･からの割鐘と、z･lpif－

･tary e●･1●i a抑制との鐘和として考えられるよう|ごな、てきた。

　ところで�・‐手ahyp･・|・およぴhys・､e･lli･の●j朧ll刻する感受性が正常な一詮人と比ぺて低

い傾向が鮑められａという報告がいく･っかなされている。（lvrn･ －Qui●・ 1●71、闘jy●mlf●

197s.吉田郷１９ｓａ．�●１●？９）しかしこれら1ま、櫨●対象者|こ麹_と長距離運手や、水旅魏

技薦李のみでfiなわれている。格�技である差違重手を対象とした報告は今ayi例を見ない1

　今回の我４の研賓jj、比毅的長期闇|ごわたりＳ遭を行な･3て●た現役鳶進運手1こ･っいて、1ypaxjl割

鐘1こ封する櫓傷応審裡を銅壷し、・・運手1こおける稽古の㎜効果を解明しようとしたものである。ただ

墳代ぬ髪道は、闇値制が詣り入れられているため、皺皺対象者金・●同一l･･･｜で扱うとと1ご|ま諭離が

●い。そこで、休・とローレル槽倣●加味し、Ξつのグループ』ご分●し、肥瀧との劃儡、ならぴ|こ酸上長

距離遭手との比較検討を加えたので報告する。

　舞象および方法

　対象者には、老日本柔道強化盾手並ぴ|こ全日本選手権大会や、全日本学生柔道君手桶大会で優秀な成績

をおさめた、我が国のト。プレペルのー遭退孚S211である。また大字男子差距離退学17名邑対象看とした。

　本研究でlj、萱道選手gl肥朧とgl團儡をｌるため、aO一以下綴から95匈以下樋までのＳ賭・35名をＩ勝

とした。9S細以上樋|ご肥●勉向暑示す道学が多いことから、Rabr･rjl jnd･x（R.I.M体重／－長3

×1073 2na未●の遭手11名●璽群とし、Rohrlyjl i･d･xlaO以上の退手６名をＩ群として分類した。

被駿対象者の扇体的特性ji衰11r示した。

　被●対象者のトレーニングi･年数は、柔遣●手群は＆ｓ年であり、幽上緩畷|‐手孵はａ１年であっ

た。年SIま、柔遥遥手罰、●上選手擲とも、17～23繊までの埋没退手である。

　酸素櫓気応答曲纏ｌｊ、ＷＩＩＩ・ｌ ａｌ．（ｌｇ７０１のpr。Sr･。i●･byp･･i･l･ltを用いて醐

宦しlr。劃定・法1ま。図11こ示したよう|ご、・験者1こおよそＳｊの願酔用balから10～I8分間･i、●吸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－34－
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J,さi･,‘，1分間|こ約10四Ｈ凋の割合でＰＲ？０．(維末呼気酸素外圧)を曇Ｆさせた。ｐＥＴＯ，が･IS!】｀:15

911,.jでIIF:Ftろ１で肖呼鴫をｈなわせ，そのレベルで突破を停止した。またIII呼吸申のn.柘峠･l･1!,U,j,?哨

JII･‘･り|･｡()II･:'IT{}I】　のｈ掃を防ぐため，呼気llSI IごCO･　吸収剤{SOda－li・，}を11｣いて安II.'1･,|｡',･の

ljl:TIlns上・,'iりこＳ四ＨＲの畠さを倣つよう1ご維持した。

　詐｡吻!一ロニ･1;=I.11゛9J】I'ス9FFjj.lnfy朧led一●ガスＡｎ・ｌｖｌｌｒ(Ａｉｋ・)終末呼気鐘ｉ刄圧は，鮑ぷ1ljLI.I】j

|‘1･:
II

●III　I･

t･；1-ご
1』|･･j換気嘔-（Ｖ？３は，触纏畿羞計！Ｍｊｌｌｌ｡ＩＥＣＧｌｊ，Ｃ・,･ｊｌ・－Ｓ Ｉ,回，（Sall

|-d｀･-i･jl.ぞｔｌＳａｎ－１１ Ｒ。ｅｌｉ-Ｈ。，ｉ・－８Ｋで迪峻的な記一巻t了な・だ。
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　実μにより得られたｄａｔａの代表的なものを図２に示した。図の左は、Ｉ群、右はⅢ屏である。ここで

ＰＲＴ０、‘よ｀終末呼気酸素分圧、ＰＥＴＣＯ２はヽ終末呼気炭酸ガス分圧、ＥＣＧは、心電図のオリジナル

浬患、ＨＲＩま、ｌ心拍より求められた分時心拍巷、V?ii、一回●催量、ＴＩは。毀傷鴫�、？ESま呼傷

|ljillll¶である。

　hylllil ●||塵|ご刻するv･●tj lllnly fl･pa･･･ の定量的解析|ま、Ｌｌｌｙｄ､Ｃｌｍｍｌｌｌｈ．。

１１ｇｓａ）の双曲檎分析方法●応用し、次式より．Ａ、９．、Ｃを求めた。

　　　　　　　　々．ｅｎ＋Ａ／ＩＰＥ?０、－Ｃ）

　ここで９は、分時換気量、9.、i、PETO.無巌大|こな、たS叙）換気・との顧近朧Zy盧．Ａは、Hyl･xl･

の感受性の指標とな恚lnd･x. CIま、15答曲鐘の･1.1.が価睡大にな、た時のＰＥ?０、の廟一線の鏑

であa。hyp｡xi● f●･pal･● e●「veam●llholic

hyp。､hul・1ま、図３に示しｆｚ。　　　　　　。

　Ａｌｊ･ｍｉｌ’ｌ･ｍｓＨＩ】の･孝一値と標準偏差！Ｓ．Ｄｊ

ｌま、麹２のよう|こ瞳上長涵贈偏手群では４ａ５士42sであヽ

だ。柔道遭手摺で|ま、そtlぞれ’Ａ｡の値1s、I摺、２９５

＋２ａＯ、ｌ劃４ＳＳ士３０Ｓ、Ｉ鮮１１ＳＳ士ｇ１８であり、

体重の増大1こともな、て、”Ａ｡の●|ご色増大する偏向が

ｌられた。とれらの催|ごついて、有意差検定を行な、たS猟、

柔道膀のg5加以下縫の１群と、圓lg以上鐘でRoh..fjl

1・dlx20aij上のＩ僻との闇1こ１Ｓ水準で有意の差が腿

められた。また一一ｇ上鎚でR｡h.er゛1 11dlx20（臓朧

ａｌ膠と、Ｉ閥との閥|ご|ま、５●の水準で有意の差が認め

Ｖ

Response to hypoxia

Ｖｚｖｏ
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slope parameterA
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られた。障ｈ長一難遍手群と、・道道手群とのli較でSま、pl･.S. ●･･lll･ll･･ al lr･･l･III･･ ･y･･ll･
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.:り･’i・ ･|･･ili･･･l l･ IS I･S･1 ･･･ 一llI Ill･1111･･l ll l一|･l･1i･

　.･･..l.'J12ajいてのみ5 ･lのjk哨で･有,庸の嘩=が11!･ぬ４れた．その仙ａ対－跨lll』ご|･j，1勉lf学.ヒの;¶･l………;

1｣!!.･I,I!,i1なかｰ,た．

　.1 ;I･.･･l･lgjllriljs ildal a蝸大|こよりh、p・・ljIS一々件g】増大が鮑めらtlaため、休載を70j･り.･･こ

;;‥iln;|;llll　しtilllliでの恥p･1・ilのＳ受鮭の指一となる･'ＡＮ｡Ｃｊ･・ｍｉｎ‾Ｉ‘ｓｍＨＩ】ｉＣ?ａ／ｈ･』３･

・･･ '．･｀"ド‘･､I.ろ･la!･J!･I'I･.‘=SI騨ｌｌ･ま、呻t=優lii魂.盧￥ｌｉ、Ｓ７１１Ｓ００であ･lfこ．・退･謳手la』･こ､よ

．訂l･.ｌｌｌI･..･FjlJ3!･j!1.1は２７１･ﾄ２１７、ｌ帥３３３士21:l、IS1770士ａ００であ、たａこのI'AX･..

;･==Jr.-|.･､-:;･1･･|･1;汁喊4･11な．た結11、95j･gQド縫の】群と．Ｒ。♭ｒｌｙ'ｊ ｉｎｄ。ｘ２加以j-.のＩ昌和jlで５４の水

りり｣:､l!一匹‘､れ、Ｉ鴎の増大かゐらま1rこ。－上殼趣趨適-11と、・－迦季群とを¨岫｡の･iによ

il･ltl･II｣｣:で址較すろと、鳶通遣手鮮のＩ鮮！軸籾ゝglaup】及ぴｌ群(Ｒ．Ｉ．２０ａ)ａ、．・ｐ】より、障

h･z:..=一受一一.凋hQ万が､1:1｣'い!II11であｰ.だ､、Ｌｉ･Ｌ、・遥遠15鮮Ｉ僻！R.l.20a≦l､・up】よりlj、威い1』11で

!.‥'.･.‘:I'..rII'I･､･aリ1113Sき、陶.h援距離遭=尹とのー』ごlj有意の藻･ま認められなか･､た。

　C･Ili.‘SIﾆji3SIrよる、｜。p。IIA..(S・。iillzx･Hglと仙威との相●|ま、ｒｓａ．Ｓ４１２で0.1●の

'|､･11.'Ji‘I･､ai'eあｌ、"ＡＮ｡！Ｚ・ｍｉｌ‾|･１･。Ｈｇ】と儲・との相関は、、＝ＯｊＳ０３で同じく0.1●の

1.!I'･]lf.a'rjl-1た.(図４害咽３

f･a4SQI《pくa∽1.a,sn

f.&jS翼･3?t?
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であ９だ。書道握手擲ａ胴のそれぞ･ａ鐘|ま、I●1●.s士･4、l●la.1士ａ．ｓ（Ｒ．１．１０ａ）ｓｌ。ｕｐ）

Ｉ群16.S士l創R.l.200≦lflli）であ９た。この●。lj･。i。－j）嘘、●上遡●離●手と柔道●

ｆ鮮の間及ぴ、・進運手麗麗iと有童の集|ま●め４れな如。た｡

　hypl゛b°11と平衡状態を示す祷末呼気隷素分圧（Pl?0、1との牽近●C（・・Ilx）は、屋上長編・

●季では、2?j士74であ･｡た。柔道置手群S群のそれぞれの催嘘、Σ群29』士気３、Ｉ鱒2●j士9.7、

I孵23.7士12.6であ、た。噺近纏゛Ｃ。（。ａＨＩ）も謄上長距龍‐手と柔遭毒手群蜀及ぴ柔道・手群の

Ｉ剖、ｌ剖、Ｉ膠の闇に有漏の差Ｕ�められな1･、た。（これら櫓慨応答性|こついて|ま麦2Sこ示した）

　曳　●

　hypoxi●の換気IS答iこより測定自れた厘鐘Ｓ感受性を示す指欄となる｡1.pl ･･A｡は、・道道手の

体重が増大すａのとまtlこ高値●示した。この。l。p。“A。と佑里との関係や、。１．ｐ．”Ａ｡と身長とａ

麗儡|こ|ま、正の相�1･あａことがW｡i1聯|ごより鰹1ご報告き戯ていａ。一方櫓気重●からだの大Ｓｉｌごよ

り･。llliseとすると相�闘儡11なくなるという鎧察もな息れていａ。（ｌｉ。、１�‐・ ａｎｄ¶Ｚ●||。

１９７１ｊ刳!U我々が行なりだ実●結果でsま。・還選手のＸ群（匍一以下）とＩ齢（R.I.200〉gr｡up）

との|自群薗|こslap. ’IA｡の差がみられたが、体重を70匈|ごnnym・lillした●の換傷量1こ|ま差が圖め

られなか、た。またＩ群とＩ蔚！Ｒ．ｌ．２００≦ｓｌ｡ｕｐ）で1ま、ll。p。”A｡1こ差が●められ甕|乙、佑

ｉ９･。ｒ。ａｉｉｌ。した後の感気量sとも兼が舘められた。これらの錨秦11、他Ｓａ増大ll嘸肥満嬉向を示す

よう|こな＆までICj●加す芯と、hyp｡･ie l。･、ilivity ●示す116p。I’A｡の増大があるととを示

唆していた。即ち、グうフ（図31上で。.llb。lje hﾀp｡rbl.・a●匈配での上募が見られ、閔同

産のhyl｡xiaSこよる刺●により、喬道●手の申でも超四艦痢を承す選手は、･満傾向を示さない者よ

1】slap. ‘IA｡iSIE･常範囲内では分時儀梵鐘|r増大があると述ぺられるであろう。片岡１１９Ｓ０１１ま、

肥満満の呼吸欄能が一●正常看より劣る・向|ごあること●指楠している。廊も。肥瀧奢ぬ呼吸は、胸槽周

辺の脂肪塵|ごよむ鰹抗を受けるため、呼柵1乙必蕃な仕事量が増加する、としている。審、て翁覇|ﾐ:対して

呼吸数の増加があるものの、饗願に銘の申●出入すal.i量|ま少ないと報告している。重たｘｆａ･●･１●ｒｌ．

●ｔ．ａｌｌ、１９７５．１９７７年も、平素運動を行な、ていないÅでl鶴体型を示す者に、hyp･xjc

－･･ltivlty ta･tをfiなうと。･１・ｐ．’‘Ａ。の増大と”Ｃ｡の増大が・られると述ぺている。一般的iご、

驚｡h､・､’l　jld・。l個０以上をＳ鐘とする椙合がＳいが、・遥遥手の場合、R｡h､.rjl i。d｡xが

１０ ０以上●示さないと、一詮人の肥瀧と間|｡｡・1で鐘じられないと言えよう。

　既酸Ｓａ盛晋挫を菱鏑以外の●武を加えた結果、II。ps･’A｡の値が増大すると述ぺた鐘・iiSくあ

ａ。例えlj、高撞での暴威（Ｍｉｌｌ．ｄｌａ ａｌ．。|。。１９６７１運勤酋技|こよるー●Ｃｌｙ、ｎ．-Ｑｕｉｎ･．

ｌｌ・ ａｌ．。１９７１：Ｍ凰「ti・. al、 ･|‥197S」他国上鱒』こよa●●（Nal.li･。、19?7）腫合睡眠血

PCOI1●゛・|の巻●（R･buck..t、al.、19751老化|ごよる沓●（Ｘ、。。。ｎｂ．ｒ Ｓ．。ｔ．ａｌ‥

１９７３１家族11遭ａ的な●●｛C。|li・｡｡。t.al.｡19?l: Se｡IRi・、lg711 ●々の酋品1乙よる一個

IHirlh。ln.●t、●l‥IS7511977.Y畠lasb.･|、al..lg763塀４がー恟きれてい＆

　庇塵斎|こよ恚呼吸g;霜件のＳ価|ま、。|。ｐ。”Ａ｡のみからの評価でlj。｡･。♭。lie hy蓼lyhll.の

゛l‘Ill゛だけによる判●|とな石。そこで、、.lp｡n.CUr.｡の。lnp。が仮綴大となる聊の海辺鶴“C｡

からpETOIを挺る必甕がある。今回の実鮪結集lj、陥上錘技●手、ｌ道選手３勝間1こよるＣの値は、・

ii－手肪のR。hr。､f、ildl・200以上のＩ・が墨●盛く、ついで難上鍵枝●準一、働道遭手ｌ膀、柔
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j･|一手Ｉ胴の|liであ･りこ。し1､しこれら1ま峻､i･|･?･｡|:の｡･111ま|圖め･;･れていない。IJI、て、'IC 1こlり･lsなく、

ｓｌｌｐｌｌ‘Ａ．、１こ逓｡がi.b'､11むこ＆から、hy¶､1､xi・relp｡I｡･jj励jl巴満似i;Ilj]をj11-t･lJjli r･の.ljlll

il.¶innの増大が述｡べ1･Iれるであろう。このjlil刹として凋え1;11.恚掬き1は、lii【1の1、ailling lこ.th

･ili度な身体延齢がliなわi1.mel・♭。lisl。がI!､Sくな､:､たことと、ｒ。ｑ､ｉｒｌｌ｡ｆｖ ｍｌ、Ｉ､｜､ｄ．･Ｉ｡､ｎｌｌ

ｉｎｌｌｆｌａ･ＩＳｌ　　ｍｕｇｌｓ．ｄｉｌｌｐｈｒ・ｎｌｌの増大と、ｌｕｎｇ ｇ･、ｐａｃｉｌｙの増大|こよ名ｉのでliない

かと柏撞で●る｡、啄鳶・勤をriな、ていないで肥崩仙II･･aをj]Qす人は、皮下脂肪の増大』こまね、・ｘ¶・、ｎａｌ

ｉｎｔｌｒｌａｌｌ・ｌｍｕｓｌｌｌやｄｊａμΓ。Ｓ。が圧迫を受11、sl。pl'IA､｡の増大があ恚ものの¨C.､の

1111●増すため、。．ｎｌｉｌ。ｌｌ。。が必ずし蟻増大しなt切であろう。しかし、今回の鯉鋤魯の活発な。．ｌ 一一

ａｂａｌｉｓ。ｉ･運・lcよろ効巣であａという証明1ま、今回ａ研究のみから結脇ずけるこきlまで島ない。まむ

li･という身億活働ゐl、。dlp¶.ti。nやｌｃｅｌｉ。。１１．．ｌｉｌｌｔｉ。･の向上1こ隆資つかどうかの結論を

jllすこともできない。今後11ご研究を畿lj、これら泰明‐|としたい。

　響　釣

　ｌ一遍手巻休載＆Rnh、lr's　ind・x加ら:Ξ扁に分麗し、hyp。xlllQろｖ。ｎ、１１、１・ｒｙ ｒ．、ｐ一一

|ｌｎ４ｅ　;こ一一Jいて。励体｜｢ａｌｎｉｎ２の・●の有意、休息、肥趨とａ関係を検討し、|同時1こ陸上長距離選手

･り11士較をl･1な･1た結・は次g】通りであ芯。

　１１Ｐｒ･ｌｒｌｌ・ｉｌ･!ｈｌｌ･ａｌｉ・ｌｌｓｌを.Mjいて。底値１癩健応答性を塵麦した所。陸上長距離選手

　　が、111n鳶１のa]㎏扱から95一以下纏１での逢=手より大●な値を帛した。

　２１１ｊ'訓１蔚の中でｉ、Ｒ。ｂｚ。ｒ'ｓ　ｉｎｄ．ｘ２００以上の糖肥瀧傾｢匈を示す一手と、陸上差距離迦i･

　　をのlt籾で･j、11.alfの方がll・pl、 ･'A｡の僅が大あかｰ､ｔ。

　：ｎｔｌ･ＩＳｆでは。休ｉと睡酸素●慢性との闇|ご、iEの相�劃儡が鮑められ、休｡朧の増大|ごよｇ、低●

　　j.･喚MI･I';?7の増j】|】傾向が認められた。鴨|こ肥●仙向を祁す休徊の者|こ鎧薯でありた。

本研究は、1一葉Ｅ臭大学研究補助費を受けて行なった。
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